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解説

『質量パーセント濃度＝溶質/溶液（溶媒＋溶質）×100』

★★★ （1） 20÷（80＋60＋20）×100＝12.5％

★★★ （2） 10÷（10＋50）≒16.66≒16.7％

★★★★ （3） 水をXｇ蒸発させるとすると、10÷（60－X）×100＝20となり、これを解くとX＝10となる。　

★★ （4）

★★★ （5）

解説

★★ （1） 固体を高い温度の水に溶かしたあと、温度を下げて結晶をとりだす方法を再結晶という。

★★★★ （2） 60℃のときと20℃のときで、溶解度の差が最も大きいものを選ぶ。

★★★ （3） 飽和水溶液のこさはどの部分も同じである（エ）。

★★★★ （4）

★★ （5） 図2のような装置を用いて固体と液体を分ける方法をろ過という。

★★★ （6）

★★★★★ （7）

ろ紙にたまるのは、結晶はろ紙の穴より大きいためで、水溶液がビーカーにたまるのは、水溶液中の物質はろ紙
の穴より小さいからである。

実験3の水溶液には150ｇ（500×0.3）の硝酸カリウムが溶けている。ということは水350ｇで10℃で溶ける硝酸カリ
ウムは22ｇなので、22×3.5倍（水100ｇに対して水350ｇの割合）＝77ｇ、よって、結晶となって出てくる硝酸カリウ
ムは150－77＝73ｇとなる。

溶けている物質を溶質、溶質を溶かしているものを溶媒、溶質と溶媒をまとめて溶液という。また、溶媒が水のと
き水溶液という。

ろ過の正しい方法は、ガラス棒をつたって、溶液を流し込み、ガラス棒はろうとにつける。また、ろうとのあしの長い
方をビーカーの壁につける。

図Ⅰは100ｇに溶ける物質の質量（ｇ）で、実験2は「硝酸カリウム60ｇを水50ｇ」に入れていることから、これを「硝
酸カリウム120ｇを水100ｇ入れる」に置き換えるとよい。図1をみると硝酸カリウムは65℃のときに120ｇとなるの
で、答えは65℃（エ）となる。
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再結晶
60℃のときと20℃のときの溶解度の差が一番大きいから。
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目標時間

40分4.水溶液（解答）

単元2 物質のすがた
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